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精神障害をもちながら子育てしている対象者は、精神障害だけではなく、多重課題を抱えている
場合が多く、支援者の高度な支援技術や多職種で連携した支援が必要となる。対象者に適切な支
援が届くことで、親子が住み慣れた地域でその人らしい生活を継続し、親が子育てを通して成長し
ていくことができる。

これまで、精神障害のある親への訪問看護師による子育て支援内容、訪問看護の実施頻度と訪
問看護師が直面する困難、訪問看護を導入し継続するために必要な看護、精神障害をもつ母親の
成長、精神障害のある親と同居する子どもの健やかな成長に対する訪問看護師の気がかり、相談
支援専門員による精神障害のある親と同居する子どもに対する多機関との連携支援について明ら
かにしてきた。

今後は、精神障害をもつ親とその子どもに対する多職種との連携した支援内容について明らかに
し、親子が安心して地域で生活していくための支援について提言していく。

研究概要

①精神障害のある親とその子どもに対する多機関連携支援
②精神看護学に関する研究内容

産学連携の可能性（アピールポイント）

①精神障害のある親への子育て支援を行っている支援者を対象とした研修会の実施
（長崎県立大学看護栄養学部紀要17巻、23-30）

②精神科病院の看護師を対象とした研修会の講師
③長崎県看護キャリア支援センター実習指導者講習会講師

外部との連携実績等
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